別紙様式１－２（第３関係）
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　ＳＤＳ管理者 → 総括安全衛生管理者 → ＳＤＳ管理者
	総括安全衛生管理者
受理年月日
	総括安全衛生管理者
承認年月日

	・　・
	・　・


　　　　　　　　　　　　タイトル　　　動力プレス　　のＳＤＳ
　　　　　　　　　　　　新規作成・改訂・廃止年月日　　令和　　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　ＳＤＳ管理者氏名（所属・職）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　・　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究室名（棟・室名）　　　　　　　　（　　　・　　　）
【個別事項】
	階層別管理区分
	区　分
	根　拠
	項　　目
	適用確認

	学　　　長
総括安全衛生管理者
	専　攻　長
(安全衛生管理者)
	機器等管理者 (教職員)
	機器等使用者 (学生等)
	
	
	
	

	○
	○
	○
	
	届出
	安衛法８８
	プレス機を設置又は移転をするとき
	

	○
	○
	○
	
	資格
	安衛法５９
安衛則３６
安衛法１４
安衛則１３３
	金型・安全柵の取り付け、取り外し
作業主任者　５台以上の場合
	

	○
	○
	○
	
	点検
	安衛法４５
	特定自主検査　一回／年
	

	○
	○
	○
	
	安全基準
	安衛則２８
	安全装置の有効保持
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	安衛則２９
	労働者は安全装置の機能を保持すること
	

	○
	○
	○
	
	安全基準
	安衛則３８
	特別教育の記録と保管
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	安衛則１０７
	掃除の時運転の停止
	

	○
	○
	○
	
	安全基準
	安衛則１３１①
	身体の一部が入らない囲いの事
	

	○
	○
	○
	
	安全基準
	安衛則１３１②
	スライド下降による危険の防止
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	安衛則１３１③
	金型の調整
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	安衛則１３２
	クラッチ等の機能の保持
	

	○
	○
	○
	
	安全基準
	安衛則１３３
	プレス機械等の作業主任者の選任（５台以上）
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	安衛則１３４①
	プレス機械作業主任者の職務
	

	○
	○
	○
	
	安全基準
	安衛則１３４②
	キーの保管
	

	○
	○
	○
	
	安全基準
	安衛則１３４③
	定期自主検査
	

	○
	○
	○
	
	安全基準
	安衛則１３５②
	定期自主検査の記録
	

	○
	○
	○
	
	安全基準
	安衛則１３５③
	特定自主検査
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	安衛則１３６
	作業開始前の点検
	

	○
	○
	○
	
	安全基準
	安衛則１３７
	プレス等の補修
	

	○
	○
	○
	
	安全基準
	安衛則５４３
	機械間８０センチ確保
	

	○
	○
	○
	
	安全基準
	安衛則５４４
	床面すべり・躓きがないこと
	

	○
	○
	○
	
	安全基準
	安衛則６０４
	照度
	

	○
	○
	○
	
	安全基準
	安衛則６０５
	照度測定
	

	
	

	
	


【作業手順と予測される災害事象】
	No.
	作業手順
	予測される災害事象

	
	電源ON
	

	
	プレス機作業
	金型が破損し、作業者または周辺の作業者に直撃する

	
	電源OFF
	



備考　記載欄が不足する場合は適宜追加すること。
【評価基準】
	(1) 怪我の可能性
	
	(2) 怪我の程度
	
	(3) 危険に近づく頻度
	
	リスクポイント
	リスクレベル

	確実である
	6
	
	死亡・就業不能
	10
	
	　頻繁
	4
	
	14～20
	V

	可能性が高い
	4
	
	休業災害
	6
	
	　時々
	2
	
	12～13
	IV

	可能性がある
	2
	
	不休業災害
	3
	
	　めったに無い
	1
	
	9～11
	III

	可能性はない
	1
	
	微傷災害
	1
	
	
	
	
	6～8
	II

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	5以下
	I


【リスクの見積り】
	No.
	予測される事象
	怪我の
分類
	(1) 怪我の可能性
	(2) 怪我の程度
	(3) 危険に近づく頻度
	リスク
ポイント
	リスク
レベル
	優先
順位

	１
	金型が破損し飛来
	死亡
	２
	10
	１
	13
	IV
	１


備考　記載欄が不足する場合は適宜追加すること。
【妥当性の確認】
	No.
	予測される事象
	対策
	(1) 怪我の可能性
	(2)怪我の程度
	(3)危険に近づく頻度
	リスク
ポイント
	リスク
レベル
	妥当性

	１
	金型が破損し飛来
	最大の圧力能力を考慮して、十分な強度を備えた金型を使用
	1
	10
	１
	12
	IV
	妥当

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２
	金型が破損し飛来
	圧力スイッチが金型の強度以下に設定されていることを常時確認
	１
	10
	１
	12
	IV
	妥当

	3
	金型が破損し飛来
	プレス機の目の前で作業をしない構造とする。作業時に、人がいないことを確認する
	１
	1
	１
	1
	I
	妥当
（条件付）


備考
１　記載欄が不足する場合は適宜追加すること。
２　優先順位の高いものから実施すること。
３　妥当性を確認する際、その対策を人間に委ねる場合（例として、「作業する際は防護服を着用する」といった対策をとった場合、作業服を着用するかどうかはその人間の意思又は過失等によって変わってくる。）は、妥当性の欄に条件付きであることを明示すること。
－1－

